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観
光
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
研
究
す
る
経
営
学
部
の

庄
子
真
岐
ゼ
ミ
は
、
学
び
を

地
域
に
還
元
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
ま
ち

歩
き
マ
ッ
プ

の
制
作
な
ど

学
外
活
動
に

精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い

る
。

　
12
月
16
日

に
は
、
訪
日

観
光
客
向
け

の
観
光
情
報

と
緊
急
情
報

の
提
供
一
元

化
に
関
す
る

実
証
事
業
フ

ィ
ー
ル
ド
調

査
を
実
施
し

た
。
石
巻
市
立
桜
坂
高
校
商

業
研
究
部
の
生
徒
や
、
東
北

運
輸
局
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ

Ｂ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
ビ
ジ
ネ

ス
株
式
会
社
な
ど
企
業
関
係

者
と
合
同
で
、
石
巻
市
中
心

市
街
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、

ま
ち
歩
き
調
査
と
動
画
撮
影

を
実
施
。
エ
リ
ア
、
食
、
コ

ン
テ
ン
ツ
の
３
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
市
内
の
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
っ
た
。

　
調
査
を
踏
ま
え
て
考
案
し

た
「
ま
ち
歩
き
コ
ー
ス
」
を

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
１

月
13
日
に
は
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
を
行
っ
た
。
外
国
人
の
参

加
者
に
対
し
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
動
画
を
見
せ
な
が

ら
、
各
コ
ー
ス
の
内
容
を
英

語
で
説
明
し
た
。

　
ツ
ア
ー
終
了
後
に
は
、「
石

巻
専
修
大
学
ま
ち
な
か
交
流

拠
点
」
で
、
活
動
の
振
り
返

り
を
行
っ
た
。
よ
り
効
果
的

な
ガ
イ
ド
手
法
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
英
語
版
の
石
巻

観
光
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
構
想

を
思
案
し
た
。

　
人
間
学
部
人
間
教
育
学
科

の
横
江
信
一
ゼ
ミ
が
、
１
月

25
日
に
マ
ル
ホ
ン
ま
き
あ
ー

と
テ
ラ
ス
で
開
か
れ
た
石
巻

防
災
・
震
災
伝
承
の
つ
ど
い

に
参
加
。
ゼ
ミ
生
が
考
案
し

た
小
学
生
を
対
象
と
し
た

「
石
巻
防
災
カ
ル
タ
」
の
体

験
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。
会

場
に
は
、
家
族
連
れ
を
中
心

に
多
く
の
人
が
訪
れ
、
ゼ
ミ

　
２
０
２
５
年
度
の
公
立
学

校
の
教
員
採
用
試
験
に
理
工

学
部
生
物
科
学
科
６
人
、
人

間
学
部
人
間
教
育
学
科
８
人

の
計
14
人
が
合
格
し
た
。
中

学
校
教
諭
（
理
科
）
の
合
格

者
は
過
去
最
多
を
記
録
。
小

学
校
教
諭
は
全
員
が
合
格

し
、
初
の
合
格
率
１
０
０
％

を
達
成
し
た
。
ま
た
、
公
立

保
育
士
試
験
に
は
人
間
学
部

人
間
教
育
学
科
の
５
人
が
合

格
し
た
。
合
格
者
の
氏
名
は

別
表
参
照
。

　
本
学
で
は
「
保
育
士
・
教

員
養
成
セ
ン
タ
ー
」を
設
け
、

保
育
士
や
教
員
を
目
指
す
学

生
に
対
し
、
手
厚
い
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度

の
合
格
者
も
「
受
講
生
に
寄

り
添
っ
て
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
る
の
で
、
学
ぶ
こ
と
の
楽

し
さ
や
積
み
重
ね
る
こ
と
の

大
切
さ
を
実
感
で
き
た
」
な

ど
の
感
想
を
寄
せ
て
い
る
。

　
合
格
者
た
ち
は
１
月
22

日
、
阿
部
知
顕
学
長
に
合
格

を
報
告
し
た
。

〠986-8580
宮城県石巻市

南境新水戸1番地
☎0225-22-7717（直）

石巻専修大学
広報係

最新の
情報は
大学HPで。

☞

令
和
７
年
度
学
位
記
授
与
式

令
和
７
年
度
学
位
記
授
与
式

日
時
：
３
月

日
時
：
３
月
2020
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金
・
祝
）

日（
金
・
祝
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

1010
時時
3030
分分  

開
式
開
式

場
所
：
石
巻
専
修
大
学
体
育
館

場
所
：
石
巻
専
修
大
学
体
育
館

同窓会・育友会共催
「卒業を祝う会」を
14時から石巻グラ
ンドホテルで開催。

　
高
校
時
代
に
高
大
連
携
授
業
や
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
、
石

巻
専
修
大
学
の
「
地
域
と
共
に
子
ど

も
た
ち
の
未
来
を
育
て
る
」
と
い
う

姿
勢
に
強
く
ひ
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
私
が
目
指
す
教
師
像
と
も
重
な

温かい学級つくりたい温かい学級つくりたい
る
も
の
で
し
た
。
入
学
後
も
そ
の
印

象
は
変
わ
ら
ず
、
地
域
と
連
携
し
た

学
修
・
活
動
を
通
じ
て
、
貴
重
な
経

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
人
間
教
育
学
科
で
は
、
模
擬
授
業

を
行
う
機
会
が
多
く
、
教
育
実
習
な

ど
の
場
面
で
役
立
ち
ま
し
た
。
１
年

次
の
後
期
か
ら
は
教
員
採
用
試
験
対

策
講
座
も
受
講
し
、
時
間
を
か
け
て

基
礎
学
修
や
面
接
練
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
学
業
と
並
ん
で
力
を
注
い

だ
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

子
ど
も
向
け
の
防
災
教
育
や
イ
ベ
ン

ト
運
営
に
携
わ
り
、
大
学
で
の
学
び

を
実
践
へ
と
つ
な
げ
ま
し
た
。
在
学

中
に
得
た
多
く
の
人
と
の
出
会
い
は
、

今
後
教
師
と
し
て
歩
む
う
え
で
大
き

な
糧
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
卒
業
後
の
目
標
は
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る

学
級
を
つ
く
れ
る
教
員
に
な
る
こ

と
。
い
じ
め
の
問
題
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
が
抱
え
る
悩
み
の
深
刻
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
一
人
一

人
の
違
い
を
認
め
合
い
、
互
い
を
尊

重
で
き
る
よ
う
な
温
か
い
学
級
づ
く

り
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

〈
岩
手
県
専
大
北
上
高
、
内
定
先

岩
手
県
教
育
委
員
会
（
小
学
校

教
諭
）〉

高
橋 

幸
佳
さ
ん

人
間
学
部
人
間
教
育
学
科

４年次生に聞く
　卒業を控えた４年次生に、本学
での日々や就職活動、今後の目標
などを聞いた。

阿部学長（前列中央）と合格者、指導教員ら

公立学校教員採用試験
中学校（理科） 
古川　脩真 理工・青森県木造高 青森県
葛西　瑠菜 理工・青森県木造高 宮城県
佐藤　智毅 理工・秋田県湯沢高 秋田県
小林明日香 理工・宮城県仙台南高 宮城県
鎌田　　葵 理工・岩手県盛岡第二高 宮城県
菊地浩太朗 理工・山形県寒河江高 山形県
小学校
小松　美優 人間・岩手県一関修紅高 宮城県
国分　翔梧 人間・福島県尚志高 福島県
高橋　幸佳 人間・岩手県専大北上高 岩手県

張替　綺星 人間・宮城県
東北生活文化大学高 千葉県

成田　侑生 人間・秋田県秋田北鷹高 秋田県
斎藤　綾乃 人間・石巻市桜坂高 東京都
紺野　朝夢 人間・宮城県大崎中央高 宮城県
千葉　絢心 人間・宮城県石巻高 千葉県

公立保育士試験
北浦　日菜 人間・宮城県登米高 栗原市
中山さくら 人間・宮城県築館高 国立病院
伊藤　朱音 人間・石巻市桜坂高 石巻市
大樂　未咲 人間・福島県郡山東高 郡山市
及川　七笑 人間・宮城県佐沼高 仙台市

※敬称略。氏名に続き学部・出身高・採用自治体。学年は４年次

大
学
生
活
を
体
験

　
１
月
13
日
、
専
修
大
学
北

上
高
校
の
２
年
生
53
人
が
本

学
を
訪
れ
、
経
営
学
部
の
授

業
を
体
験
し
た
。
高
大
連
携

事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
、
生
徒
た
ち
は
「
企
業
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
会
計
」（
田

村
真
介
ゼ
ミ
）
な
ど

に
参
加
し
、
大
学
生

活
を
味
わ
っ
た
。

　
２
月
２
日
に
は
、

専
修
大
学
熊
本
玉
名

高
校
の
２
年
生
約
１

３
０
人
が
来
学
。
施

設
見
学
の
ほ
か
、
震

災
関
連
の
講
話
を
真

剣
に
聞
い
た
。

生
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら

防
災
の
理
解
を
深
め
た
。

　
カ
ル
タ
は
、
４
年
次
生
６

人
が
制
作
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

教
材
。
国
分
翔
梧
さ
ん
（
福

島
県
尚
志
高
）
の
卒
業
研
究

「
学
級
防
災
力
」
に
着
想
を

得
て
、
６
人
で
ア
イ
デ
ア
を

練
り
完
成
さ
せ
た
。

　「
歩
い
て
に
げ
た
方
が
安

全
で
早
く
に
げ
ら
れ
る
よ
」

な
ど
易
し
い
表
現
を
用
い
、

親
し
み
や
す
い
イ
ラ
ス
ト
を

添
え
た
。
裏
返
し
た
絵
札
を

め
く
っ
て
、
描
か
れ
た
内
容

に
つ
い
て
話
し
合
う
ト
ー
キ

ン
グ
ゲ
ー
ム
な
ど
、
カ
ル
タ

以
外
の
遊
び
方
も
で
き
る
。

　
横
江
ゼ
ミ
は
、
今
回
の
出

展
に
合
わ
せ
て
１
４
０
セ
ッ

ト
を
制
作
。
市
内
の
小
学
校

へ
の
貸
し
出
し
も
予
定
し
て

お
り
、
ゼ
ミ
生
は
「
震
災
や

防
災
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
る
。

19人が合格
公立教員採用試験・公立保育士試験

宮
城
県
教
員
採
用
試
験
（
中
学
校
・
理
科
）

小
林 

明
日
香
さ
ん

　
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
っ
た
と
い
う
感
覚
で
す
。
生
徒

の
「
一
度
き
り
の
一
年
」
に
本
気
で
向

き
合
え
る
教
員
に
な
れ
る
よ
う
、
新
人

と
し
て
ど
ん
欲
に
学
び
、
信
頼
関
係
を

土
台
に
し
た
指
導
を
積
み
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

千
葉
県
教
員
採
用
試
験
（
小
学
校
）

千
葉 

絢
心
さ
ん

　
先
生
方
の
熱
心
な
指
導
の
お
か
げ

で
、
苦
手
だ
っ
た
面
接
を
克
服
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
で
の
学
び
や

教
育
実
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
得

た
経
験
を
深
め
、
ど
ん
な
子
ど
も
に
も

安
心
で
き
る
居
場
所
を
つ
く
れ
る
教
師

に
な
り
た
い
で
す
。

合格者コメント

石巻防災カルタ制作石巻防災カルタ制作
小学生の防災力育む小学生の防災力育む

人間・横江ゼミ

モニターツアー参加者に英語でガイドするゼミ生

ゼミ生考案のカルタを楽しんだ

経
営
・
庄
子
ゼ
ミ

外
国
人
向
け
ツ
ア
ー
を
実
証
実
験

オープンキャンパスオープンキャンパス

▽在学生による大学ＮＡＶＩ▽学生トー
クライブ▽キャンパスツアーなど
学生企画型のプログラムを多数開催。
学生生活やキャンパスの雰囲気が体感
できます！

【【開催日】開催日】３３//2211（（土土））
【【会　場】会　場】石巻専修大学石巻専修大学

【総合型選抜Ｄ日程】　※石巻/東京
試験日 3/12 3/12 木木
【一般選抜Ｃ日程】　※石巻/仙台/東京
試験日 ３/12 木３/12 木

上記入試制度の出願期間 ※消印有効

２/19 木～3/4 水２/19 木～3/4 水
【大学入学共通テスト利用選抜】
出願期間 ※消印有効
Ｃ日程 ２/12木～２/26木２/12木～２/26木
Ｄ日程 ２/23　　～３/４水２/23　　～３/４水

出願受付中出願受付中
★詳細はホームページで
必ずご確認ください。

問い合わせ 　石巻専修大学事務課  TEL 0225・22・7717問い合わせ 　石巻専修大学事務課  TEL 0225・22・7717

■ 開催日時　３月14日（土）13：00～16：00
■ 場　　所　専修大学神田キャンパス10号館
■ プログラム
　　　石巻スタディツアー報告会
　　　基調講演 リチャード・ハルバ―シュタット氏

石巻専修大学公開講座石巻専修大学公開講座「第３回石巻で学ぶ」「第３回石巻で学ぶ」

（石巻市震災遺構門脇小学校 館長） 申し込みフォーム

こ
も
れ
び
ナ
イ
ト 

３
月
15
日
（日
）開
催

【
テ
ー
マ
】
祈
り
の
歩
み
、
つ
な
が
る
時
間

【
場
所
】
か
わ
ま
ち
交
流
セ
ン
タ
ー
か
わ
べ
い

　
震
災
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
庄
子
ゼ
ミ
主
催
イ
ベ
ン
ト
を

今
年
も
開
催
。
震
災
か
ら
15
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
。

講話を聞く専大熊本高の生徒たち

■■月・祝


